
期末テスト 講評 
 テストが終わりました。 テストの点数ばかり気になる人もいるようですが、点数よ

り大事なことを忘れていませんか？ どこが合っていて、どこを間違っていたかを必ず

確認し、間違ったところは次のテストで出たら、できるようにしておきましょう。 ま

た、日頃の授業の取り組み方はどうだったか、宿題や予習がしっかりできたか、テスト

一週間前の勉強の仕方がどうだったのかもしっかり振り返り、次に生かしましょう。 

 

教科 講評 

社

会 

 アフリカ州・北アメリカ州・南アメリカ州・オセアニア州からの出題でした。定期

テストは 3回目でしたが、採点者が読めない字を書いている人や、漢字・カタカナの

間違いも目立ちました。丁寧に解答用紙に答えを記入するのは、基本中の基本です。

絶対にできるようになってください。 

 自主学習からの出題が多かったですが、テスト前に自分で問題を解いたでしょう

か？テスト前の学習の仕方も見直しましょう。 

 記述問題の解答では、何を聞かれていて何を答えなければならないのかを判断して

解答するようにしましょう。基本的なことを聞いていますので、答え方があっていれ

ばともったいない減点があった人もいました。次回にいかせるように日々の授業を大

切にして学習してください。 

英

語 

今回は基本問題を比較的、多く出題しました。放送問題はよくできてい

ましたが、代名詞の活用など基礎事項がまだしっかり理解できていない人

が結構いたのは残念でした。基本的な新出単語の綴りをきちんと書けてい

ない人もいました。英語が苦手な人は試験範囲の新出語句は、自学ノート

に何回も練習して書けるようにしましょう。また、「完全学習」や「白プリ

ント」は類題が出題されますので、テスト前にもう一度見直す習慣をつけ

ましょう。 

最後に、アルファベットも記号も不正確ものや、不鮮明なものもあり、

文字の丁寧さの必要性を感じました。どの教科もですが、誰が見ても読ん

でもらえる文字を書くように努めましょう。 

保

健

体

育 

実技分野は、男子が陸上競技と跳び箱、女子がバレーボールとハンドボールでし

た。実技の時間から用語やルールを少しずつ覚えながら取り組めた人は、良い結果

に繋がりました。今後も、実技と連動して理解を深めていきましょう。 

また、男女共通問題として、保健分野・体育分野の出題がありましたが、大変苦

労した人が多かった結果となりました。日常でよく使う言葉や漢字と似ているけど

違うというものが多くあり、漢字においては身体を表す「にくづき」が使われてい

るものなのに、てへんやいとへんになっているなどの字の間違いが多かったです。

また、不慣れな語句を覚えきれていないと感じました。思春期の変化をしっかりと

理解し、自分自身の身体と心の変化・成長を今後に活かしていきましょう。 

理

科 

・漢字ミスがまだ目立ちます。しっかりと教科書通りに正確に書くよう日頃から注

意してください。「蒸」・「虚」・「華」「枝」 

・光の入射角・反射角・屈折角がどこの角度かを理解しなおしてください。 

・問題は、大問 1から順番に解く必要はないです。小テストで練習している問題そ

のまま２問出すと宣言していました。テスト勉強のときの最重要チェックとして復

習してほしかったです。 

国

語 

古文に漢文が加わりました。古典の勉強方法を確認するための問題が多

くなりました。声を出して読むこと、今と意味の違う言葉や今使われてい

ない言葉に注目することなど、できていたでしょうか。テストの返却時に

話したように、問題がわからないのか、答え方で間違ったのかを自分なり

に分析してください。結果の対義語は原因です。原因がわかれば対策を考

え、実行することが大切です。結果を変えるには、方法を変える必要があ

ります。 

答案の書き方も気になるものがありました。線が薄い、小さいなど、何

度も同じことを言われている人。特に注意しましょう。 

 

数

学 

今回は、基本の問題と応用の問題をきっちりと区分けした出題にしてい

ます。自身の点数や解答の状況と見比べて、どこができていないかを明確

にしておきましょう。また、方程式の計算や比例・反比例ができていない

と今後、どんどんつまづくことになるでしょう。しっかりと時間を見つけ

て必ず解決しましょう。わからなければ積極的に質問に来てください。ま

た、毎回のことですが、問題集・プリントをきっちりと解いた状態で、テ

ストにのぞむようにしてください。授業でやった内容もたくさん出題され

ています。教科書・ノート等もあわせて振り返っておきましょう。 

音

楽 

今回のテストはテスト範囲が広かったので出題した内容としては基本的な問題が多

かったと思います。ぶっつけ本番ではなく時間を取って勉強した人は、納得のいく

結果だったと思います。学年全体としては、比較的よく頑張っていました。この調

子でこれからも取り組んでほしいと思います。今後、意識してほしいことは、字を

丁寧に書くということです。何を書いているのか分からないというケースが多かっ

たと思います。誰が見ても理解できる丁寧な字を心がけてください。 
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仲 間 と と も に 
～仲間とともに 学び合い 認め合い 感謝の心を大切にする４４期生～ 


